
研 修 医 募 集

の ご 案 内 徳島健生病院

【標榜科】
内科（呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病内科、
腎臓内科、血液内科、神経内科）、外科、肛門外科、麻酔
科、整形外科、リウマチ科、リハビリテーション科、眼科、
小児科、精神科、心療内科、脳神経外科、放射線科

【病棟構成】
一般急性期病棟、地域包括ケア病棟、回復期リハビリ
テーション病棟、医療療養型病棟 （合計１８６床）

卒後臨床研修プログラムの紹介
外来医療から入院医療、そして在宅医療まで継続的で包括的なケアを提供できる総合的な医師への成長

を目標としています。将来的に医療・介護・保健活動を担っていくために必要な知識・技能を修得し、患
者さんや地域に求められる医師を目指します。専門化・細分化している現代医療の中で、臓器や疾患に限
定せず総合的な診療ができること、患者さんの抱える問題を生活や社会背景も含めて受けとめるチーム医
療が特徴です。

地域まるごと健康づくりを医療・介護・福祉の事業を通して支援しています

先輩研修医からのメッセージ

2023年度研修医 渡部 京介（徳島大学卒）

３年目以降の研修について

当院では引き続き以下の研修ができます

◎専門医研修
「総合診療専門研修プログラム」（３年）

◎サブスペシャリティ研修
「家庭医療専門医研修プログラム」
（２年又は３年）

（当院以外の研修先も自由に選択可能です）

《総合診療科・内科・外科・整形外科・眼科
については徳島大学病院の連携研修施設です》

〒770-8547 徳島県徳島市下助任町4丁目9番地
TEL（088）622-7771（代）/ FAX （088）612-0670

〒770-0044 徳島県徳島市庄町１丁目14-6-101
TEL （088）633-3224
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一般的な有病率の高い疾患を、急性期から慢性期まで診ることがで
きる点に魅力を感じ徳島健生病院での初期研修を選択しました。
当院には一般急性期病棟、地域包括ケア病棟、回復期リハビリテー

ション病棟、医療療養型病棟の4つの病棟があり、幅広い段階の患者さ
んの診療を学べます。研修プログラムは「内科」「外科」といった括
りで、昨日は糖尿病、今日はCOPDといったように臓器別の垣根なく幅
広い疾患を診ることができますし、手技もどんどん経験でき、総合的
で充実した研修をさせていただいています。受け持ち患者の人数や手
技、日当直など細かい研修内容についても、研修医それぞれの興味・関心や技量に合わせて段階
的かつ柔軟に進めていただけるので、焦らず着実に実力を伸ばすことができる環境だと感じます。
医局をはじめ病院全体の雰囲気がよく、居心地のいい病院です。指導医の先生だけでなく多く

の職員が研修医を気にかけてくださり、手厚い
指導とサポートを受けることができます。
当院は全日本民主医療機関連合会に所属して

おり、月に1回程度、中国四国地方の関連病院
の研修医が集まって症例報告や臨床推論の勉強
会や交流会があります。他院の研修医と研修内
容や悩みを定期的に共有することで、自分の力
量を振り返ることができ、モチベーションの向
上につながっていますし、壁に当たっているの
は自分だけではないのだという安心にもつな
がっています。こういった企画は当院の研修な
らではではないでしょうか。
地域に根差した病院でじっくりのびのびと学

びたい方はぜひ徳島健生病院での初期研修を検
討してみてください。

＜基幹型臨床研修病院＞



研修Schedule・概要紹介

診療科の垣根を越えた研修

➢ 指導医とともに入院症例を受け持ちます
➢ １年次の１３週目頃から気管挿管の研修を開始できます
➢ 内視鏡検査や腹部超音波検査についても研修単位としてスケジュールに組み入れ

ます
➢ 当直研修（副直）は１年次の１７週目頃から開始します（時間外対応、病棟の急

変、ウォークイン）
➢ 地域医療では在宅医療も研修します
➢ 麻酔科標榜医（厚生労働省認定）取得に向けて経験を積むことも可能です
➢ 各科・全科カンファレンス

研修中の各科や全科を対象とした症例検討会を定期的に実施しています。
研修医が受け持つ症例や特徴的な疾患について、上級医・先輩医師とともに症例検
討を行います。

指導医が直接指導する体制を基本としています。研修中の診療科だけでなく、他
科の指導医や専門医、先輩医師からも声をかけてもらい、多様な経験を積むことが
できます。全科がひとつの医局にあるため、各診療科の医師に気軽に相談ができる
環境となっています。また、徳島大学病院や他団体が開催する講習・研修会にも参
加できます。

医療生協とは、地域の人びとが健康・医療と暮らしに関わる問題を持ち寄り、組
織を作り、医療機関を運営し、そこで働くスタッフとの協同によって問題解決のた
めに運動する、生協法に基づく組織です。
研修医は地域組合員の支部を担当し、班会や学習会の講師を務めます。健康

チェックをはじめとした、地域まるごと健康づくりを目標に、地域の方々と共に健
康増進活動に取り組み、予防・啓蒙活動に参加します。

研修記録、評価および研修修了について

◎ EPOCでの記録・評価
・経験/疾患・病態の記録
・研修スケジュールと履歴の管理
・病歴要約の記録
・研修活動の記録
・基本的臨床手技の評価
・mini-CEX/DOPS/CbD
・研修医評価票
それぞれ、指導医・多職種・研修医の評価があります

◎ ポートフォリオ
・振り返り用紙
・月間記録

修了認定 ２年次の研修管理委員会にて臨床研修の到達目標達成度

を確認し、協力型病院・施設の指導者を含めた総合的な評価により、

研修の修了認定をおこないます。

処遇および募集、応募

【処遇】
➢ 身分：正職員（常勤職員）
➢ 給与：徳島健康生活協同組合の給与規定による

１年次 基本給３１３，５００円（研修手当て含む）
２年次 基本給３６３，５００円（研修手当て含む）
賞与２回/年、昇給１回/年、残業・宿直・通勤手当などあり

➢ 学会活動：
学会出張は年間２回まで病院にて費用負担
学会会費は１学会を病院にて費用負担

➢ 保険：健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険、医師賠償保険
➢ 基本的な勤務時間：

８：３０～１７：３０（時間外勤務あり）
➢ 休日：土曜、日曜、祝日
➢ 休暇：リフレッシュ休暇、年次有給休暇、慶弔休暇、介護休暇、

年末年始特別休暇、産前産後休暇、育児休暇
➢ 宿直研修：平均２回/月
➢ 健康診断：２回/年
➢ ストレスチェック：１回/年
➢ 宿舎の提供：なし（住宅手当を支給 ２２，０００円）

【募集】
➢ 定 員：３名
➢ 選考方法：面接、小論文
➢ 応募資格：医師国家試験合格見込みの者
➢ 応募期間：５月（随時受付可）
➢ 選考期間：７月～９月（随時）
➢ 出願書類：履歴書（顔写真添付）

医師臨床研修マッチングに参加します

<応募先/お問い合わせ先>

〒770-8547 徳島県徳島市下助任町４丁目９番地
徳島健生病院 医局事務課 医師研修担当
電話 ０８８－６２２－７７７１（代表）
メール ishibu@kenkou-seikyou.com

病院実習・見学は随時受け付けています

当院では、研修申し込みに際し、病院の見学または実習を必須としています。
実際の雰囲気を直接見て感じていただいた上でのご応募をお願いしています。
半日の見学から数日間の病院実習までご要望に応じ調整可能です。

【病院実習申し込み先】   電話 088-633-3224（学生サポートセンター）

メール saposen@kenkou-seikyou.com 電話 090-7628-2820 （担当者携帯）

【 医療講演 】

【 職員救急学習会 】

【 C P C 】

医療生協の特徴を活かした研修

➢ オンライン臨床教育評価システムを利用しています

◎ 総合評価および面談
   ・到達目標達成度判定票
・プログラム責任者による面談
・医師研修管理委員会における判定

徳島健生病院を基幹として研修を行うプログラムです

十分な研修期間を設け 目標達成にむけ多様な common disease を経験できるよう工夫しています

医師としての成長にふさわしいフィールドがあります

➢ 二次救急指定病院
➢ 日本医療機能評価機構認定病院

（※1 藍里病院、むつみホスピタル、TAOKAこころの医療センター）（※２ 健生阿南診療所、健生西部診療所、健生石井クリニック）

＜臨床研修の理念＞
医師が、医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野に関わらず、医学及び医療の果たすべき社会的役割を認識しつつ、一般
的な診療において頻繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できるプライマリ・ケアの基本的な診療能力（態度・技能・知識）を身
につける

＜研修プログラムの基本方針＞
1. 患者の健康上の諸問題に適時・的確に対応できる医師となるべく、患者を全人的に診ることができるプライマリ・ケアの基本

的な診療能力を身につける
2. 健康増進活動拠点病院(HPH)としての役割を理解し実践する
3. 医師・看護師・コメディカル部門等との連携と協力による“チーム医療”を実践し得るコミュニケーション能力を身につける
4. 患者やその家族の立場に立った医療の実践ができるよう人格の涵養を目指す
5. 患者やその家族との十分なコミュニケーションの下に総合的な診療をおこなえる
6. 患者ならびに医療従事者にとって安全な医療を遂行し安全管理の方策を身につける
7. 生涯学習および自己学習を理解し実践する

mailto:saposen@kenkou-seikyou.com

	スライド 1
	スライド 2

